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１．HAPIC2021 開催概要 

 

 

■タイトル：課題解決の先へ。HAPIC－HAPPINESS IDEA CONFERENCE 

■目的：グローバルな社会課題解決に関わるアクターが集い、学び、議論し、新しいアイデアや 

パートナーとの出会いを通して、社会課題解決を促進すること。 

■主要テーマ：「私たちが切り拓く、共に生きる社会とは」 

■開催日時：2021 年 2 月 14 日（日）14:00-18:00 

                    15 日（月）14:00-18:00 / 懇親会 18:30-20:00 

                    16 日（火）14:00-16:30 

■開催形態：オンライン・「EventHub」を活用 

■構成： 

（１）最前線で活躍するスピーカーによる 29 のセッション 

（２）NGO・NPO と支援・連携・サービスを提供したい企業のブース出展  

（３）オンライン懇親会でのネットワーキングタイム 

 

■参加費：一般： 9,000 円（早割 7,000 円） 

  JANIC 正会員： 6,000 円（早割 4,000 円） 

  学生： 5,000 円（早割 3,000 円） 

 

■参加者数：589 人（うち JANIC スタッフ 20 人） 

 

■セッション登壇者数：100 人以上 

 

■助成：環境再生保全機構、日本労働組合総連合会（連合）、庭野平和財団 

■協力：アビームコンサルティング、オウルズコンサルティンググループ、国際協力機構（JICA）、   

自治体国際化協会・市民国際プラザ、デロイトトーマツコンサルティング合同会社、        

東急エージェンシー SDGs プランニング・チーム「POZI」、日本ファンドレイジング協会、      

博報堂、立正佼成会一食平和基金 

■協賛：味の素ファンデーション、NPO サポートセンター、キフフ、非営利組織評価センター、     

リタワークス株式会社、READYFOR 株式会社 

■後援：SDGs 市民社会ネットワーク、ETIC.、外務省、自治体国際化協会、 

グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン（GCNJ）、ジャパン・プラットフォーム、 

新公益連盟、日本 NPO センター  

■主催：国際協力 NGO センター（JANIC） 
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２．プログラム/セッション 
 

（１） セッション数：29 （HAPIC2020 は 16） 

45 分、60 分、90 分のセッションを実施 

（２）オンライン懇親会でのネットワーキングを実施 

 

    

 

  

参考：セッション・登壇者の紹介ウェブページ（P11～） 
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３．参加者概要 

 

▸参加者数：589 名 （※スタッフ・インターン 20 名含む） 

▸参加セクター分類：NGO/NPO、企業、政府・国連、自治体、学生、研究機関・大学、財団、メディア

他からの参加があった。 

前回の HAPIC2020 と比較して NGO/NPO の割合が減少し（54％→41.3%）、企業、政府関係者、学生

の割合がそれぞれ上昇した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▸参加者年代、ジェンダー 
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４．参加者アンケートの評価 

 

 

 

■セッションに関する分析｜参加者用アンケート（HAPIC 全体の満足度） 

・セッションに満足したと回答した人は回答者 118 名中 88 名（75％）。 

 

  



5 

■セッションに関する分析｜登壇者用アンケート 

・登壇者の 94％が登壇した目的を達成できたと回答。 

・登壇目的では、「自団体の活動を伝えるため」を 53 名中 25 名（47％）が選択。 

 

 

 

■満足度の回答状況 

・HAPIC 参加者（登壇者・出展者含む）の満足度評価では、回答者全体の 95％が満足している 

（[「大変満足している」、または「満足している」）と回答。 
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■参加者の高満足度要素の特定 

・「大変満足している」の回答者はネットワーキングに関する項目（「参加者とネットワーキングでき

たから」、「具体的な連携相手を見つけられたから」）を選択する人が多い傾向にある。 

・大変満足した理由、満足した理由として 1 番選択されているのは「有意義なセッションを見られた

から」でそれぞれ 29 名中 27 名（93%）、82 名中 60 名（73%）が選択。 

 

 

 

■参加者の高満足度要素の特定｜ネットワーキング 

・「大変満足している」と回答している方は、「満足している」と回答している方と比べ、ネット

ワーキングの 4 項目で成果を上げている。 
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■次回取り扱ってほしいテーマ 

・次回取り扱ってほしいテーマに対する回答では、「ファンディング」への要望が一番多くなっている。 

・今回のセッションテーマ以外のテーマでは、「（国際協力の）地域別セッション」「高齢化」、「児童虐

待」、「ホームレス」という新しいテーマの要望がある。 

 

 
 

■オンライン開催に対する評価 

・HAPIC2021 のオンライン開催に対しての評価は、アンケート回答者 173 名中 169 名（98％）が「満

足している」（「大変満足している」含む）と回答。 

・次回の開催形態としては全体の 56％が「オンラインとオフラインの併用」を希望しており、オフラ

イン開催を望む声は 5％。 
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HAPIC2021 セッション・登壇者 
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